
平成３０年9月１１日
久留米市教育委員会

去る４月１７日（火）に、市内全中学校３年生を対象に実施しました、全国学力・学習状況調
査（国語、数学、理科）の結果についてお知らせいたします。今回の「教科に関する調査」の結

果と課題については下に示すようになっています。これらは、今回の調査に
より測定できた学力の一面ですが、市教育委員会としては、この結果は確か
な学力を育む上で大変重要なものであると考えております。
なお、お子様一人ひとりの結果については、各学校から個人票が渡されま

すので、お子様のできたところ、できなかったところを確かめられ、今後の
家庭学習にお役立てください。学校でも下記に示す取組を行っていきます。

【結果の見方】
Ａは主に知識に関する問題、Ｂは主に活用に関する問題です。正答率とは、全問題数に対し

て、正答問題数の割合をパーセントで示したものです。例えば、全問題数２０問で、正答数が
１２問の場合、１２÷２０×１００＝６０となり、６０％が正答率となります。
【結果の概略】
中学校の全ての教科区分で、久留米市の

平均正答率は、国・県の平均正答率を下回
っています。
昨年度と比較すると、国語Ａ・Ｂと数学

Ｂは国の平均正答率との差が拡大しました。
数学Ａと理科（前回Ｈ２７）は、国の平均
正答率との差が縮小しました。
【中学校の課題と取組】
国 語
○特に課題が見られた問題
問題：１から４までのうちで、語句の意味を理解し文脈の中で適切に用いるものを選ぶ。

「立場の異なる両者の主張は（１ 臨機応変、２ 終始一貫、３ 先手必勝、４ 共存共栄）

して変わらず、最後まで結論が出なかった。」 正答：２（終始一貫）

○今後の取組
語感を磨き語彙を豊かにするために、気になった語句を辞書等で確認させるだけでなく、

その語句を用いた短文を作ったり、話や文章の中で使ったりする学習を行っていきます
数 学
○特に課題が見られた問題
①指数を含む正の数と負の数の計算をする。 ②簡単な連立二元一次方程式を解く。

２×（－５
２
）を計算する 正答：ｘ＝４

正答：－５０ を解く ｙ＝５

○今後の取組
①指数の意味や計算の順序を理解し、確実に計算できるようにするために、誤りのある計算
例［（－５２）を（－５）×（－５）と計算］を取り上げ、計算方法を確認する学習場面を
設定していくようにします。

②連立方程式を解いて得られた値が解であるかを確かめたり、誤って変形した例を示し、誤
りを指摘し修正したりする学習を大切にします。

理 科
○特に課題が見られた問題 ○今後の取組
問題：実験器具Xとその電気 小学校で学習した回路の知識・技能

用図記号の知識を問う を活用して、電流や電圧を測定したり、
正答：X→電流計 回路図に表したりする学習場面を設定

電気用図記号→ するようにしていきます。

子どもたちに確かな学力を育むために
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全国学力・学習状況調査の結果のお知らせ（中学校）



学力調査と同時に実施した生活習慣や学習習慣に関するアンケート調査の

結果から、下に示すような項目がお子様の学力とも関係しているようです。
お子様に確かな学力を育むために、生活習慣や学習習慣について、ご家庭

でもぜひ話題にしてください。
【授業以外の１日の学習時間】 【自分にはよいところがある】

※学習時間は全くしないと回答した生徒の割合は５.８％で全国と比べて多く、１時間以上する生
徒の割合は6７.３％で全国よりやや少ない傾向にあります。また、全国より低いものの昨年よ
り「自分にはよいところがある」と肯定的に回答した生徒の割合は増えています。

【将来の夢や目標がある】 【学校の規則を守っている】

※「将来の夢や目標がある」「学校の規則を守っている」と肯定的に回答した生徒の割合は、全
国より低いものの昨年よりは増えています。

※ご家庭で今一度、生活や学習のきまりを見直したり、確認したりしましょう。
なお、各学校の課題と今後の取組については、学校からお知らせがあります。

１ 時間を決めて、宿題と自学自習に取り組ませましょう

２ 集中して学習できるようにルールを決めましょう

（例：学習する場所へは、スマートフォンは持ち込まない）

１ ニュースや新聞の内容について話をする機会を設けましょう

２ 子どものよいところを見つけ、ほめましょう

３ スマートフォンの使用についてルールを徹底しましょう
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